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 子供のころは切手を集めたこともあるし、外国

旅行をするようになってからは、使い残しのコイ

ンを何となくとっておいた。しかし切手やコイン

はあまりにもありふれていることもあって、その

うち集める意欲も薄れてきた。旅の土産もあまり

買わないが、嵩張る物は敬遠して、掌に乗るくら

いの小さな人形や置物などを記念に求めていた。

しかしそれでも狭いガラス戸棚はギュウギュウ

詰めになってしまう。 

別な思い出が甦ってくる。しかしいつどこ

で拾ってきたのか思い出せなくなってしま

うこともある。それでいつからか拾ったと

きにその場所と日付をその石に書いたり、

くるんだ紙に書付けたりするようになっ

た。ところが砂となると持ち帰るのが難し

い。そこであるとき写真のフィルムが入っ

たパトローネのケースを思いついた。密閉

されるし、小さいので都合がいい。砂ばか

りでなくこれに入るものなら何でも小さい

ものを失わずに持ち帰ることができる。 

大学2年と3年との間の春休みに木全君と一緒

に高知の田川君を訪ねた折に、桂浜に連れていっ

てもらった。そのとき手に取って見たきれいな小

さな玉砂利を数個持って帰った。よく金魚の水槽

の底に敷かれているあの赤、緑、白、グレーなど

の色とりどりの小石だ。とっておいた積もりだっ

たが今探しても見当たらない。 

とくに感動したのは、サハラ砂漠の微細

な砂をこれに入れて持ち帰ることができた

ことだった。本当は病原菌などを持ち込む

可能性もあるというので、いけないことら

しいが、当時はそんなことを知るよしもな

かった。 これがきっかけとなって、特別な場所へ来たと

きに記念として地面の石ころや砂を拾って持ち

帰るようになった。あとでそれらを見ると、特 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 いくつかの例を頂いた順に紹介しよう。番

号を地図に記しておいた。 
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[1] 750606 居庸関の石  

日中建築技術交流団

の一員として始めて

の中国訪問のとき。北

京市内から万里長城

の八達嶺に向かう途

中に厳めしい門構え

の居庸関がある。   

  バスの中から急いでスケッチ 

 

[2] 7508 アリゾナ州ツーソンの銅鉱石片  

Decade 80 という名の

ソーラーハウスは 80

年代を目指して設計

され、当地で産出され

る銅を多用した。アリ

ゾナ沙漠の真中に忽

然と出現した。  
 

 Tucson, Arizona, USA 太陽熱冷暖房システムを備えた。 

 

[3] 750813 アトランタ・ストーンマウンテン  

ロサンジェルスで開

かれた国際太陽エネ

ルギー会議の折にア

トランタを訪れ、団子

の形の独立した大き

な岩山の頂上に登っ

た。   

 Stone Mountain, Atlanta, GA  頂上からの雄大な眺め 

 
[4] 7805 鎌倉浄明寺 千葉邸の石  

私のソーラーハウス

のことを聞きつけて、

和風が好みの千葉氏

が設計を頼み込んで

きた。瓦屋根に集熱器

の詳細は松岡君の工

夫による。  
 

 Kamakura, Kanagawa Pref. 設計：木村＋松岡 
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[5] 782420 アルジェリア・サハラ砂漠の砂 風で砂山の形が変わる。 

アルジェリアの沙漠

地方に太陽村を建設

する国連大学のチー

ムに参加した。沙漠に

日は落ちて、を実感し

感激。砂の粒子は微細

でトラコーマが多い。 

 

 

 Sahara desert, Algeria 日本人の家族がいたのには驚いた。

 

[6] 811110 マイアミビーチの貝  

マイアミビーチ市で

開かれたパッシブ・ク

ーリングの国際会議

の予備会議に招待さ

れて、夏を旨とした日

本の住居を紹介した。 

 

 Miami Beach, Florida 海岸に沿ってホテルが続く。 

 

[7] 820404 阿蘇中岳の溶岩  

二人の子を連れて阿

蘇山に登った。中岳の

火口から噴煙が噴出

していた。頂上の店の

カレーライスに食当

たりした娘は見学ど

ころではなかった。  

 Lava in Aso, Kumamoto Pref. 阿蘇の草千里。 

 

[8] 8209 バーミューダ島の石灰石 ハリケーンが一晩中吹き荒れた。 

ここでの会議が PLEA

＊の第 1 回会議とな

となった。珊瑚の石灰

石をクランク型の断

面に切断した屋根材

はバーミューダルー

フと呼ばれる。  

 Bermuda Islands *Passive & Low Energy Architecture
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[9] 830717 甑島の石  

九州建築環境工学シ

ンポジウムが開かれ

た鹿児島県甑島へは

串木野から船で 1 時

間ほど。波に洗われた

石は大福饅頭のよう

につるつるしている。 

 

 Koshiki Islands, Kagoshima Pref. 宿の浜辺で。 

 
[10] 8308 クーバー・ペディーの砂  

オパールの産地、クー

バー・ペディーはオー

ストラリアの真中の

沙漠にあり、掘削機械

で地中住居が造られ

ている。 

  

 Coober Pedy, Central Australia 泊まったのも地中ホテル。 

 
[11] 8408 ウシュマル遺跡の石  

メキシコ・ユカタン半

島中部にあるマヤ遺

跡のウシュマルは精

巧な石積みで有名。メ

キシコ市での PLEA 国

際会議のあとで立ち

寄った。  

 Uxmal ruin, Yucatan, Mexico 入口上部の装飾に現存の草葺屋根。

 
[12] 8412 バビロン遺跡の石に残る瀝青  

バグダッドの太陽エ

ネルギー研究所竣工

記念の国際シンポジ

ウムに招待され、その

あとバビロン遺跡を

案内してもらった。 

   

 Babylon ruin, Iraq 昔人が使った黒い瀝青が残る。 
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[13] 8809 沖縄・座間味の貝と石  

研究室の大学院生達

と一緒に座間味でシ

ュノーケルを楽しん

だ。そのあと那覇での

建築環境工学シンポ

ジウムに参加した。 

  

 Zamami Islands, Okinawa Pref. 海がとってもきれい。 

 
[14]890317 エジプト・マルカタ遺跡の土器片  

早稲田大学エジプト

探検隊が発見したマ

ルカタ遺跡を建築史

研究室の斉藤真一さ

んに案内していただ

く。 

  

 Malkata, Luxor, Egypt 王家の谷から少し離れたところ。 

 
[15] 890418 エジプト・カルナック神殿の石  

吉村作治さんともご

一緒にワセダハウス

に泊まり、水の不便な

ところで風呂に入っ

た。カルナック神殿横

の遺跡に登ったら罰

金を払わされた。   

 Karnak Temple, Luxor, Egypt 高窓に格子が見える。 

 
[16] 900901 ベルリンの壁崩壊後のかけら  

プラハでの国際冷房

会議に参加したあと、

空路東ベルリンのシ

ェーネフェルト空港

に降立ち、崩壊直後の

ベルリンの壁を見て

感激した。 

  

 Berlin Wall just after collapse 欠片を売っている人もいる。 
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[17] 9406 アイスランドの溶岩  

火山国アイスランド

ではところどころ噴

気が見られる。IEA の

太陽エネルギー専門

家会議の折に地熱発

電所を見学。 

   

 Lava in Neshavellier, Iceland  

 
[18] 950728 トルコ中部の塩湖の塩  

アンカラからカッパ

ドキアへ行く途中に

広い塩湖があり、そこ

で一休み。伊藤直明君

も一緒にイスタンブ

ールでの新エネルギ

ー会議に出席した。   

 Salt Lake, Middle Turkey カッパドキア 

 
[19] 950804 アクロポリス遺跡の大理石片  

トルコのあと、伊藤君

と二人でギリシャを

訪れる。晴天炎暑のパ

ルテノンを見学した

あと、丘を下りてレス

トランに入り、右の絵

を描く。 

 
 

 Marble piece, Akropolis, Greece 藤本陽一教授の定年記念に原画献上

 
[20] 950806 ギリシャ・ミコノス島の白壁の石灰  

アテネのピレウス港

から大型の船に乗り、

ミコノス島へ。白壁が

眩しい。その材料の石

灰の粉を道端で見つ

けた。2泊して空路ア

テネへ戻る。 

 

 

 Limestone, Mykonos, Grece 風車は正にここの風物詩だ。 
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[21] 950910 グレート・ジンバブエの土器片  

小高い岩山の大ジン

バブエ遺跡の名を革

命後に国名とした。首

都ハラーレで国際太

陽エネルギー会議が

開かれ、ムガベ大統領

の挨拶があった。  

 Great Zimbabwe, Zimbabwe 遺跡の頂上には小広場がある。 

 
[22] 980412 喜望峰ケープポイントの石  

アフリカ南端の喜望

峰は、ISO/TC163 断熱

の専門家会議が開か

れたケープタウンか

らバスで 1 時間ほど

かかる。 

 

 
 

 Cape of Good Hope, South Africa 大波が岩を打ち砕く。 

 
[23] 980829 南カロライナ・ドウィース島の貝  

サステナブル・ビルの

国際ワークショップ

が南カロライナ州の

避暑地ヒルトンヘッ

ドで開かれた。そのあ

とチャールストン近

くの島を訪ねた。  
 

 Dewees Island, South Carolina 自給自足村として保全されている。

 
[24] 990720 敦煌楡林窟の石  

敦煌の莫高窟から車

で 2 時間の楡林窟は

箱庭のように美しい。

中央を流れる川は毎

年起こる洪水で壁画

が損壊の危機を迎え

ている。   

 Yulin Gu, Donghuang, Gansu Prov. 崖の壁面に石窟が見える。 
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[25] 9907 玉門関付近の砂漠の石ころ 遠くに見えるのが玉門関。 

美術史の長沢和俊教

授が団長で敦煌研究

院長の樊錦詩女史に

歓迎を受ける。敦煌の

奥、陽関から玉門関へ

案内される。敦煌市か

ら車で往復一日行程。   

  小石混じりの砂ばかり。 

 
[26] 990718 敦煌莫高窟鳴沙山の砂漠の砂と小石  

ここの砂漠の砂は石

を細かく砕いたよう

な粗めの砂で、サハラ

沙漠のような乾燥し

た土を細かくしたも

のと異なる。それが砂

漠と沙漠との違いか。   

  中央窪地の水は減少してきている。

 
[27] 010421 敦煌楡林窟周囲の砂漠の砂と石ころ  

楡林窟にも多くの石

窟があり、その天井の

上 部の 土の 厚さは

年々風で飛ばされて

薄くなっているとい

う。国家遺産として保

存事業も大変そう。 

 

 

 Yulin-Gu, Donghuang, Gansu Prov 崖は脆く、少しずつ崩れてくる。 

 
[28] 010421 楡林窟の石  

楡林窟保全の諸問題

について所員の皆さ

んと現地で具体的な

日本の協力計画を協

議した。 

  

 

 Yulin-Gu, Donghuang, Gansu Prov. この写真は前回 1999 年のもの。 
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[29] 020924 西能登ヤセの断崖の石  

2 泊 3 日で、能登半島

を左周りで一周した。

二人で交替運転した

のは滅多にないこと

で、これが多分 後だ

と思う。  

 Noto Peninsula, Ishikawa Pref. この絵は能登木の浦にて 

 
[30] 031115 マチュピチュ遺跡の石  

なぜこんなところに

空中都市が？南緯 10

度の平地なら暑熱地

域だが、2500ｍの高地

なら住むのに快適で、

水も得られるという

のが私の実感でした。  

 Machupicchu, Peru ガイドの説明を入れて 3時間だけ。

 
[31] 051113 レバノン・バアルベック遺跡の石  

ローマの古代遺跡が

こんなに多く立派に

残っているとは驚き

だった。PILOTIS XI

でも紹介した。海岸に

平行した 2 つの山脈

間の平地に展開する。 

 

 

 Baarbek, Lebanon 現存のローマ遺跡の中でも大規模。

 
[32] 0611 シチリア・アグリジェント遺跡の石  

二人でシチリア島を

バスで一周。3泊 4日

の旅でくたびれた。ア

グリジェントは島の

中央南端にあり、ロー

マ遺跡の数々が広範

囲に散在している。   

 Junone, Agrigento, Sicilia ジュノーネ神殿から海が見える。 
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[33] 061118 シチリア・セジェスタ遺跡の石  

シチリア島北西部の

丘に立つドリック様

式の柱頭を持つ神殿。

外側の列柱がほぼ完

璧に保存されている。 

 

  

 Roman ruin Segesta, Sicilia 油彩 F10 

 
[34] ？ カナダのタール・サンド  

タール・サンドとは砂

にタールが混ざった

もので、石油を抽出す

る有望な資源とされ、

カナダ西部に多いと

いわれている。初めて

見た。  

 

 Tar sand 有り合わせの紙片に包んできた。 

 
[35] ？ どこかの砂漠の砂  

残念ながらいつどこ

で採取したか不詳。パ

トローネケースに石

ころと一緒に入って

いるので、保存状態は

よい。何とか思い出し

たい。  

 

 Unidentified 赤みを帯びているので南半球か。 

 
 また何のために、というのは登山者が「そ

こに山があるからだ。」というのに似てい

る。でもここに PILOTIS XVI に掲載させ

てもらうことによって、拾われた石や砂も

満足しているに違いないと思う。 

 何のためにこんなものを集めるのか、ただ拾っ

てきただけじゃないか、と思われるかもしれない。

標題を「地球からの贈物」としたのは、その拾っ

たものがあとで見てみると何かを語ってくれる

し、それに纏わるいろいろなことを想起させてく

れるからであって、単なる「拾物」ではなく、や

はり「贈物」だと思う。特に「地球からの」とし

たのは、実際に地面に手を触れることによって得

たもので、一種の宝物でもある。 
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